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令和２年度 オリンピック・パラリンピック教育実施報告書 

 

Ⅰ 事業実施前の課題 

・ オリンピック・パラリンピックに対してあまり関心がない。 

 ・ 障がいについての理解が十分であるとは言えない。 

  

Ⅱ 具体的な取組み 

１ 活動名（事前学習）：パラリンピックについて知ろう 

（１）日 時：令和２年９月３０日（水）１３：５０～１４：３０ 

（２）対象者：第５学年６１名（クラス毎に教室で実施） 

（３）活動概要及び工夫点（総合的な学習の時間で実施） 

  ・パラリンピックについて、I’m POSSIBLE（１－１）を用いて学ぶ。 

  ・昨年度実施した人権教育講演会で来校してくださった田中司選手のお話を想起させ、これか

らの学習につなげていく。 

  ・パラスポーツを楽しむ選手が香南小学校に来てくださることを伝え、意欲的に学習できるよ

うにする。 

（４）活動の様子 

  （写真が撮影できていなかったので、児童の様子を文章にて報告します。） 

  ・これまではあまりパラリンピックについて関心を持っていなかった児童であったが、リオパ

ラリンピックのムービーを見る目が輝いていた。 

  ・田中選手もパラリンピック出場を目指していたことから、選手のみなさんを応援したいとい

う思いが芽生えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 活動名（中心学習）：車いすバスケットボールを体験しよう 

（１）日 時：令和２年１０月２日（金）９：００～１０：３０ 

（２）対象者：第５学年６１名 

（３）活動概要及び工夫点（総合的な学習の時間で実施） 

  ・車いすバスケットボールの選手をお招きし、教わりながら実際にプレーする。 

  ・初めに体験を行うことで、パラアスリートのすごさを体感し、先入観をもたずに学習を進め

ていけるようにする。 

  ・車いすを使用していて、日常生活で困ることを聞く。 

（４）活動の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

【車いすバスケットボール体験をしているところ】 

 

 

 

 

３ 活動名（中心学習）：シッティングバレーボールを体験しよう。 

（１）日 時：令和２年１０月７日（水）９：００～１０：３０ 

（２）対象者：第５学年６１名（クラス毎に１時間ずつ実施） 

（３）活動概要及び工夫点（総合的な学習の時間で実施） 

  ・パラスポーツの選手をお招きし、教わりながら実際にプレーする。 

  ・車いすバスケットボールとの共通点・相違点を見つけられるようにする。 

  ・障がいに関係なくスポーツを楽しむ工夫は何があるか見つけられるようにする。 

（４）活動の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シッティングバレーボールをしているところ】 

 

 

 

 



２ 活動名（事後学習）：なかま学習発表会で学んだことを紹介しよう 

（１）日 時：令和２年１２月１７日（木）０：５５～１３：５０ 

（２）対象者：全校児童３４７名（後日個人懇談時保護者に向けても上映） 

（３）活動概要及び工夫点（総合的な学習の時間で実施） 

  ・学習してきた内容を、児童の発言や感想をもとにニュース番組形式にして紹介する。 

  ・映像での発表のため、体験の様子も撮影した動画を入れて紹介できるようにする。 

  ・発表を見た人にも、誰もが安心して生活できる社会にするためにできることは何か考え、オ

リンピック・パラリンピックを応援したいという気もちをもってもらえるようにする。 

（４）活動の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

【発表用のビデオ撮影をしているところ】 

 

 

Ⅲ 成果と課題 

 〇児童がオリンピック・パラリンピックへの関心をもち、車いすマラソンの放送を見たり、ニュ 

  ースで知った情報をうれしそうに話したりする様子が見られた。アンケート結果にもしっかり 

  表れており、ほとんどの児童がオリンピック・パラリンピックを応援したいと答えていた。 

 ○体験が２回できてとてもよかった。パラアスリートのすごさには驚きと尊敬を感じ、障がいの 

  ある方が感じる不便さをなくしたいという思いが芽生えていた。 

○車いすバスケットボールとシッティングバレーボールの共通点を探ることで、どちらも障がい

の有無に関係なく、誰もが全力でスポーツを楽しむことができる工夫がされていると気付くこ

とができた。 

  

 △次年度以降もぜひ体験は続けていけたらと思うが、予算の確保が課題である。今回つながりが 

  できたので、ぜひまた直接お話を伺って実現していきたい。 

 △I’m POSSIBLEの短縮バージョンができたのが学習終了後だった。通常バージョンとの比較が 

  できていないので引き継ぎが難しいが、紹介はしようと思う。 

 △アンケートの結果から、パラリンピックを応援はしたいが、ボランティア活動に参加するのは 

  難しいと考えているようだった。確かに香川県から参加するのは困難であるので、何か地元か 

  らでもできる貢献の仕方を紹介できたらと思った。 

 

 

  


